
　青
少
年
が
加
害
者
と
な
っ
た
り
被
害
に

遭
っ
た
り
す
る
事
件
が
各
地
で
多
数
発
生

し
て
お
り
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

極
め
て
憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　教
育
・
子
育
て
は
学
校
や
家
庭
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。次
世
代
を
担
う
青

少
年
が
自
他
の
命
を
大
切
に
思
い
、安
全
で

健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
、私

た
ち
大
人
の
責
務
で
す
。

　「地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て

る
」気
持
ち
を
地
域
で
共
有
し
て
、
互
い
に

青
少
年
に
関
心
を
持
ち
、地
域
の
大
人
が
総

ぐ
る
み
で
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い
く
こ

と
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　私
た
ち
の
活
動
は
、す
ぐ
成
果
に
表
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。新
芽
を
育
て
る
よ

う
に
、光
や
水
を
与
え
て
手
を
か
け
目
を
か

け
、
日
々
の
愛
情
が
積
み
重
な
り
、
何
年
何

十
年
後
に
大
き
な
成
果
に
な
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　私
た
ち
の
活
動
が
少
し
で
も
子
ど
も
達

の
未
来
へ
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
て
、こ
れ

か
ら
も
粘
り
強
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、青
少
年
が
心
豊
か
に
育

つ
よ
う
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

福島復興支援ボランティア事業より

青
少
年
育
成
美
浦
村
民
会
議

会
長

　葉
梨

　輝
夫

伸びよう伸ばそう青少年
～心豊かな青少年を育てるために～をををかかかかかかか 青青青青～～～～～～～～～心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心 な青青ななななななななななななかかかかかかなななななななななななななななななななな青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年ををををををををををををを青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少 ててるるるるをを めにに～～～～～育育育ててててててててててててててててててててを育てててててててててててててててててててててててててててててて育育育育てをををををををを育育育 たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめるるたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめ豊豊豊豊豊かかかかかかかかかか豊かかかかかかかかか心心心心心心心心心心心心心心心心心豊豊豊豊豊豊豊 にににに～～～にるててる

伸びよう伸ばそう青少年
～心豊かな青少年を育てるために～

青少年育成美浦村民会議　広報　えがお

（1）

第 7 号第 7 号
発　行　青少年育成美浦村民会議
事務局　美浦村教育委員会 生涯学習課
美浦村大字受領1460-1
美浦村中央公民館内
℡029-885-4451
平成 28年 3月 1日

発　行　青少年育成美浦村民会議
事務局　美浦村教育委員会 生涯学習課
美浦村大字受領1460-1
美浦村中央公民館内
℡029-885-4451
平成 28年 3月 1日



美浦中学校授業訪問と下校時の声かけ運動

　学校での教育活動の様子をつかむことを目的に、美浦中学校、木原小学校、安中小学校、大谷小学校、美浦幼稚園の
授業の様子を参観しています。
　　今年度は６月に美浦中学校を訪問して授業参観及び学校との意見交換会を実施しました。また、６月と10月には計
８日間に及び生徒下校時のあいさつ声かけ運動を美浦中学校教職員と連携して実施しました。美浦中学校生徒のあいさ
つは、とてもはつらつとしていて大変感心しました。

意見交換会 下校時の声かけ

青少年健全育成のための環境整備事業

　７月４日に通学路清掃を中心とした青少年を取りまく社会環境の点検活動を実施しました。
　当日は雨が降り天候が悪い中、村内小学校児童（ジュニア・アカデミー）や美浦中学校生徒（ユース・リーダー）も
参加しての通学路の清掃を実施しました。また村青少年相談員はコンビニエンスストアなど、青少年と関わりの深い店
舗へ訪問し、青少年の良好な環境整備について協力を依頼しました。

青少年非行防止巡回活動

　７月１９日に木原祇園祭、８月５日に美浦トレセン夏祭りに

おいて、犯罪や非行のない明るい社会の実現するため、会場周

辺の青少年に声を掛ける「巡回指導」を行いました。

　「茨城県青少年の健全育成等に関する条例」においては、２

３時～翌日午前４時までの青少年（１８歳未満）の外出は禁じ

られています。この時間帯に外出している青少年を見かけた場

合は帰宅を促すようお願いします。　 

青少年相談員による店舗訪問通学路清掃
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福島復興支援ボランティア事業

　８月２日、美浦中学校３学年の生徒３４名が、福島県安達郡大玉村（災害時相互応援協定締結村）の安達太良地区応急仮
設住宅におもむいて、清掃活動を行いました。当日は気温30度を超える猛暑日でしたが、みんな頑張って作業していまし
た。活動中には仮設住宅の高齢者の方や親子に温かい言葉を掛けるなど、優しい心が感じられる行動がみられました。ま
た、支援物資として「みほ絵てがみ同好会『彩』」の会員が心を込めて制作した絵手紙を生徒代表の浅見くんより仮設住宅の
自治会長に贈呈されました。活動後は、福島県産の農畜産物を使用した料理を試食。原発事故に係る風評被害に苦しむ中
で、生産者と自治体が行っている安全確保に向けた取り組みなどの説明を受け、その安全性を再確認し、とても美味しい昼
食をいただきました。さらに、大玉村の夏の一大イベントである「おおたま夏祭り」にも参加し、地元商工会等のお店で買い
物をするなど、地元の方と交流を深めることが出来ました。参加した生徒は大震災の現状を身近に感じ、貴重な経験となり
ました。
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　ボランティアに参加して、あの東日本大震災からもう四年が経ったんだな・・・・・と、平成23年3月11日を思い
返してみました。私は地震発生時、小学校の校庭で体育の授業をしていました。今までに感じたことのない大きな揺れ
に驚きと不安な気持ちになったことを覚えています。今回のボランティア先の大玉村応急仮設住宅に避難している富岡
町は福島第一原子力発電所から半径２０ｋｍ圏内にありました。富岡町民を含め、未だに11万人を超える福島県民が
避難生活をしていると説明を聞き、少しでも役に立てばと思い仮設住宅の草取りをしました。被災された方々が、元通
りの生活を送る日がくるにはまだ時間がかかりそうですが、少しずつ復興が進み、仮設住宅から復興住宅に住み一日で
も早く整った環境で生活が送れるように、私も何ができるか考え実行に移していきたいと思います。

美浦中学校　3年　高山もも香

　ボランティア活動とは別に福島県と仮設住宅の震災時から現状について、仮設住宅自治会長や富岡町役場の方よりわ
かりやすく説明を受け、とても勉強になりました。特に原発事故の影響による福島県の生産品に対する風評被害につい
ては、長期にわたりその安全性が問われ、何度も検査をして安全性を確保するなど、信頼回復に向けて大変努力された
ことがわかりました。昼食では福島県産の食材を使用した料理をいただき、どれもとてもおいしかったです。また、帰
りに阿武隈高原ＳＡに立ち寄りましたが、そこで福島県産の桃を使用したクッキーなどのお菓子が沢山販売されてい
て、これを見て、福島は復興に向けて一歩一歩着実に歩みを進めているのだと感じることが出来ました。今回のボラン
ティアに参加して本当に貴重な経験となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美浦中学校　3年　青野　菜摘
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　青少年育成美浦村民会議は、青少年の心を育てるキャンペーンとして、親が改めて
自らの日常生活のあり方を振り返り、姿勢を正していくことを願い、「親が変われば
子どもも変わる」運動を、本会議の上位機関である茨城県青少年育成協会と連携して
推進しています。明日の茨城を担う青少年が、豊かな心、社会性、国際性を身につけ、
心身ともにたくましい人間として育つためには、親が自分たちの役割と責務を自覚
し、日々の生活の中で、子どもへの関わり方を見つめ直し、より適正なあり方を目指
し、様々な工夫と努力をしていくことが大切です。まず、親自身、どんな関わり方をし
ているかチェックすることから始めてみましょう。
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